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平成 30 年度川崎温暖化対策推進会議（ＣＣ川崎エコ会議）事業報告

 「川崎市地球温暖化対策推進基本計画～ＣＣかわさきエコ暮らし・未来へつなげる３０

プラン～」の推進に向けて、ＣＣ川崎エコ会議参加団体をはじめとした市内の多様な主体

の協働により、地球温暖化対策の普及啓発及び情報発信等を推進しました。

１ 「第７回スマートライフスタイル大賞」の実施

市民や事業者等のＣＯ２削減に貢献する優れた取組の発信を目的として「第７回スマ

ートライフスタイル大賞」を実施しました。今年度は、次のとおり最優秀賞２団体、優

秀賞３団体、奨励賞８団体を決定しました。

第７回スマートライフスタイル大賞実施概要

募集期間 平成 30 年 6 月１日（金）～8 月 31 日（金） 

審査・選考 平成 30 年 9 月 26 日（水）スマートライフスタイル大賞審査委員会

平成 30 年 10 月 10 日（水）スマートライフスタイル大賞選考委員会

選考結果発表 平成 30 年 10 月 15 日（月） 

表彰式 平成 30 年 11 月 8 日（木）川崎市役所第４庁舎２階ホール 

■最優秀賞
 ・株式会社渡辺土木
   ”ＣＯ２排出ゼロの会社経営”への挑戦！

・株式会社イトーヨーカ堂 グランツリー武蔵小杉
商業施設のＥＣＯ、リサイクル、ＣＯ２削減等への取組

■優秀賞 
 ・川崎鶴見臨港バス株式会社 

エコカー＆エコドライブと再生可能エネルギーの活用によるＣＯ２の削減 
 ・東芝インフラシステムズ株式会社 小向事業所 

事業所契約電力の低減施策等推進による温室効果ガス削減 
・学校法人めぐみ学園 川崎めぐみ幼稚園 

きれいキレイ綺麗大作戦 

■奨励賞 
【委員長特別賞】  
 ・株式会社タケエイ 物流管理部 

デジタコ活用によるエコドライブの実施 
・株式会社ナチュラルリード 

身体にも環境にもやさしい取組を求めて 
・セレサ川崎農業協同組合 

大型農産物直売所｢セレサモス｣を基軸とした地産地消の拡大 
・早野聖地公園 里山ボランティア 

炭焼きの炭による水質浄化 
【省エネ貢献賞】 
 ・田辺倉庫株式会社 

年間４回の教育の実施 
【３Ｒ推進賞】 
 ・ＮＰＯ法人 ＷＥ２１ジャパン・たかつ 

「もったいない」を活かそう！ 
【地域共生推進賞】 

・かわさきかえるプロジェクト 
使用済み天ぷら油回収による地域内資源循環プロジェクト 
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【環境教育貢献賞】 
・川崎市立渡田小学校 

渡田環境調査隊 
～みんなで川崎からレッツ・エコチャレンジ～ 

２ ＣＣ川崎エコ会議シンポジウムの開催

平成 30 年 11 月 8 日（木）、川崎市役所第４庁舎２階ホールにて、ＣＣ川崎エコ会議シ

ンポジウムを開催しました。第７回スマートライフスタイル大賞表彰式とあわせて受賞

団体の取組紹介やパネルディスカッションを実施し、地域における各主体の取組につい

て、工夫や課題及び今後の可能性等についてお話を伺いました。

ＣＣ川崎エコ会議シンポジウム開催概要

日  時 平成 30 年 11 月 8 日（木）13 時 30 分～15 時 30 分 

場  所 川崎市役所第４庁舎 ２階ホール 

参加者数 121 人 

■「第７回スマートライフスタイル大賞」表彰式

■受賞団体による取組事例発表・パネルディスカッション

（第７回スマートライフスタイル大賞受賞団体）

 ・株式会社渡辺土木
 ・株式会社イトーヨーカ堂 グランツリー武蔵小杉
 ・川崎鶴見臨港バス株式会社 

・東芝インフラシステムズ株式会社 小向事業所 
・学校法人めぐみ学園 川崎めぐみ幼稚園

スマートライフスタイル大賞表彰式

パネルディスカッション
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３ 市民・事業者・行政の協働による地球温暖化対策の主な取組

（１）「ＣＣかわさき交流コーナー」を活用した普及啓発活動

   家庭向けの地球温暖化対策に関する情報発信拠点「ＣＣかわさき交流コーナー」（高

津市民館内）を活用したパネル展示や講座の開催など、川崎市地球温暖化防止活動推

進センター（特定非営利活動法人アクト川崎）が中心となり、ＣＣ川崎エコ会議参加

団体等の協力を得ながら地球温暖化対策の普及啓発活動に取り組みました。

ＣＣかわさき交流コーナー テーマ展示・ミニ講座

期  間 平成 30 年 4 月～平成 31 年 3 月（通年） 

場  所 ＣＣかわさき交流コーナー（高津市民館 ノクティ２ 11 階） 

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

夏休み自由研究週間

期  間 平成 30 年 7 月～平成 30 年 8 月 全 27 講座 

場  所 高津市民館、小黒恵子童謡記念館など 

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

参加者数 981 人 

春休みエコ体験教室

期  間 平成 31 年 3 月 全６講座 

場  所 高津市民館 

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

参加者数 209 人 

（２）ＣＣ等々力の取組～エコ暮らしこフェアの開催、リユース食器活用事業～

株式会社川崎フロンターレ、富士通株式会社川崎工場、公益財団法人川崎市公園緑

地協会、川崎市（環境局、中原区役所）が協働で地域における温暖化対策を推進する

「ＣＣ等々力」の取組として、ワークショップ等を通じて楽しみながら“エコ暮らし”

を学べる「ＣＣ等々力 エコ暮らしこフェア」を開催しました。また、川崎フロンタ

ーレホームゲームにおけるリユース食器活用事業を通年で実施しました。

「第７回ＣＣ等々力 エコ暮らしこフェア」開催概要

日  時 平成 30 年 5 月 20 日（日）11 時 00 分～14 時 30 分

場  所 等々力緑地

実施主体 株式会社川崎フロンターレ、富士通株式会社川崎工場、公益財団法人川

崎市公園緑地協会、川崎市（環境局、中原区役所）

参加者数 約 16,800 人（推計）
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 人力発電遊園地やワークショップなど、楽しみながらエコについて学べるイベントを実施

しました。

川崎フロンターレホームゲーム時におけるリユース食器活用事業

実施期間 平成 30 年 2 月 13 日（火）～平成 30 年 12 月 1 日（土） 

場  所 等々力陸上競技場

・実施試合数  20 試合

・回収率 94.9％ 

（リユース食器 回収数 21,190 個／売店使用数 22,340 個）

（３）「かわさきエコ暮らし未来館 10 万人記念感謝祭」の開催 

かわさきエコ暮らし未来館は、平成 30 年 4 月に累計来館者数 10 万人を達成したこ

とを記念して、平成 30 年 7 月 27 日（金）に 10 万人記念感謝祭を開催しました。東芝

未来科学館や東京電力グループの協力により、発電体験などの体験型ブースやワーク

ショップなどを通して、エコについて楽しく学べるイベントを実施しました。 

（４）「食とくらしがつくる地球の未来 みんなでいっしょに考えよう 夏休みチャレン

ジ２０１８」の開催

味の素株式会社、花王株式会社、株式会社イースクエアでつくる「食

とくらしのサステナブル・ライフスタイル研究会」と川崎市が共同で、

環境課題の解決に向けた実践（行動変容）を目指し、未来を担う子ども

たちとその保護者を対象に、毎日の食やくらしの中で、常に環境に配慮した選択と行

動をとってもらうため、川崎市の環境学習施設や工場などを見学するとともに、川崎

ならではの地域資源を活用した体験型教育プログラムを平成 30 年 7 月 21 日（土）～

8 月 25 日（土）の間の３日間で実施しました。
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（５）「まなぼう！あそぼう！COOL CHOICE ひろば in ラゾーナ川崎プラザ」の開催 

平成 30 年 10 月 8 日（月・祝）、三井ショッピングパーク ラゾーナ川崎プラザにて、

東芝未来科学館や三井不動産株式会社と連携し、“賢い選択”で地球温暖化対策を進め

る国民運動「COOL CHOICE」をテーマに、地球温暖化対策について楽しみながら学

べる謎解きゲームや手回し発電体験で電気の消費エネルギーの差を体感するブースな

どを通して、地球環境にやさしい取組を考える体験型教育イベントを開催しました。 

４ 節電対策に係る啓発・広報活動

市民向けに節電や省エネ等の対策を記載したチラシ及びポスターを作成し、川崎市地

球温暖化防止活動推進センター等との共同で、市民への節電対策の啓発・広報活動に取

り組みました。

また、夏期に向けた節電・地球温暖化対策を広く呼びかけていくに当たり、7 月 7 日

の「クールアース・デー」や「ライトダウンキャンペーン」（環境省）など、家庭におけ

るライトダウンの呼びかけを実施しました。

市民向けチラシ・ポスター
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５ 後援 

「第６回かわさき環境フォーラム」開催概要

日  時 平成 30 年 12 月 15 日（土）10 時 30 分～15 時 30 分 

場  所 高津市民館

主  催 川崎市地球温暖化防止活動推進センター

参加者数 約 700 人 

今回は「COOL CHOICE かわさき“賢い選択”から始める地球温暖化対策」をテ

ーマに、映画上映やワークショップ、市内中学校美術部による COOL CHOICE ア

ートなど、子どもから大人まで楽しめる様々な体験イベントや展示を行いました。

COOL CHOICE セミナーⅠ 開催概要

実施期間 平成 30 年 12 月 15 日（土）14 時 00 分～15 時 00 分 

場  所 高津市民館 視聴覚室

主  催 川崎市・川崎市地球温暖化防止活動推進センター

かわさき環境フォーラム内において、「COOL CHOICE セミナーⅠ」を開催しま

した。講師には、公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委

員会 総務局持続可能性部持続可能性計画課長 山下淳生氏をお招きし、「持続可

能な開発目標（SDGs）への貢献 東京オリンピック・パラリンピック競技大会にお

ける気候変動・資源管理分野の取組」をテーマに講演いただきました。
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COOL CHOICE セミナーⅡ 開催概要

実施期間 平成 31 年 1 月 29 日（火）15 時 00 分～16 時 30 分 

場  所 KCCI ホール 第５会議室

主  催 川崎市・川崎市地球温暖化防止活動推進センター

共  催 川崎商工会議所

川崎商工会議所と連携し、「COOL CHOICE セミナーⅡ」を開催しました。講師

には、公益財団法人自然エネルギー財団 事業局長 大林ミカ氏をお招きし、「エネ

ルギー転換 脱炭素社会に進む社会」をテーマに講演いただきました。

６ ホームページ及びメールマガジンによる情報発信

ＣＣかわさき専用ホームページにおいて、ＣＣ川崎

エコ会議会員をはじめとした市民・事業者・行政の取

組状況の情報発信を行うとともに、会員向けのメール

マガジンを配信しました（毎月１日定期号 12 回及び臨

時号２回の計 14 回配信）。

７ 会員の参加状況

市民・事業者・行政の協働による地球温暖化対策の取組などの機会を通じてＣＣ川崎

エコ会議のＰＲを行った結果、今年度は新規の入会申し込みが４件ありました。平成 27
年度以降の会員数については以下のとおりです。

＊平成 27 年度会員数 合計 103 団体 

＊平成 28 年度会員数 合計 104 団体 

＊平成 29 年度会員数 合計 104 団体 

＊平成 30 年度会員数 合計 107 団体（新規入会＋４、退会－１） ※平成 31 年 3 月現在

 【新規入会申し込み団体】 

 ・ヤマト運輸株式会社 川崎主管支店 

・佐野デザイン事務所 

・国立研究開発法人 農研機構・生研支援センター 

 ・株式会社ケイエスピー 
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８ 理事会・運営委員会の開催 

  今年度、理事会及び運営委員会を次のとおり開催しました。 

開催日 主な内容 

平成30年5月30日（水）

第１回運営委員会 

・「第７回スマートライフスタイル大賞」の募集開始について 

・「COOL CHOICE かわさき」の推進について 

・CC 川崎エコ会議シンポジウムについて 

・「川崎市地球温暖化対策推進基本計画」の改定について 

・市民向け省エネ・節電の普及啓発について 

平成30年6月29日（金）

第１回理事会 

・理事会役員の選任について 

・先進的な取組の紹介（富士通株式会社） 

 富士通株式会社川崎工場における環境教育について 

 富士通グループ中長期環境ビジョン 

FUJITSU Climate and Energy Vision 

・「第７回スマートライフスタイル大賞」の募集と今後のスケジ

ュールについて 

・CC 川崎エコ会議シンポジウムについて 

・エコ暮らしの推進について 

・平成 30 年度川崎温暖化対策推進会議会員の取組について 

・「川崎市地球温暖化対策推進基本計画」の改定について 

・市民向け省エネ・節電の普及啓発について 

平成30年9月26日（水）

第２回運営委員会 

・CC 川崎エコ会議シンポジウム・スマートライフスタイル大賞

表彰式の開催案について 

・「第７回スマートライフスタイル大賞」の審査について 

（スマートライフスタイル大賞審査委員会） 

・「COOL CHOICE かわさき」の進捗状況について 

・後援について 

・九都県市省エネ家電買替キャンペーンについて 

・COOL CHOICE ひろば in ラゾーナ川崎プラザについて 

平成31年2月25日（月）

第３回運営委員会 

・平成 30 年度川崎温暖化対策推進会議事業報告（案）について

・「第８回スマートライフスタイル大賞」の実施（案）について

・「COOL CHOICE かわさき」の推進について 

・川崎市地球温暖化対策推進計画年次報告書について 

平成31年3月12日（火）

第２回理事会 

・平成 30 年度川崎温暖化対策推進会議事業報告について 

・「第８回スマートライフスタイル大賞」の実施（案）について

・「COOL CHOICE かわさき」の推進について 

・川崎市地球温暖化対策推進計画年次報告書について 

・気候変動適応法の施行に伴う本市の対応について 


